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Two cases of homoeosis of Pieris napi japonica 
SHIROZU and Pieris melete MENETRIES 


TAKESHI KUZUYA 


蝶 に み ら れ る 異常 型 の うち , 前 燃 の 斑紋 が 後 凌 に あら われ , ある い は 後半 の 話 絞 が 前 頑 に 出現 し た も の は homo- 
eosis の 名 を 以 て 呼ば れる . わが 国 で は homoeosis の 標本 例 は と これ まで ほとん ど 記 録 が な く , わずか に 林 慶 氏 
(1961) に よる コミ スジ , アカ タテ ハ , ミヤ マカ ラス アゲ ハ , シロ オビ アゲ ハ の 例 が ある の み で ある . 筆者 は と の 
よう な 異常 型 の 存在 を Ford (1945) の 著書 で 知り 興味 深く 思っ て いた が , 1955 年 夏 、 エゾ ス ジグ ロ シ ロ チョ ウ $ 
の homoeosis を 採集 する と と が 出来 た . その 後 , 平井 勇 氏 の 採集 品 の 中 に や は り ス ジグ ロ シ ロ チョ ウ ゃ で と れ に 
似 た 標本 が ある と と を 知っ た . と の 両 個体 の 放 紋 異常 の 出現 仕方 に は 類似 点 が ある の は 興味 深く , と と に 両者 を 比 
較 し つつ 記載 し て お きた い . 


1. エゾ スジ グロ シロ チョ ウツ Pieris napi japonica SErROzU 夏 型 る (Figs. 1, 2) 


と の 標本 は 1955 年 8 月 23 日 , 長野 県 諏訪 郡 入 笠 山 山頂 附近 に て 筆者 の 採集 し た も の で , 前 贅 長 26 mm の る で 
ある . 次 表 に は 異常 は みとめ られ な い . 裏面 で は 右 後 契 に 異常 黒 紋 の ある の が 目立ち , これ ら は 前 凌 の それ に 相同 
の 部 分 の 斑紋 に 対応 し て いる . 後 翔 の 異常 斑紋 の うち Cu。 室 の 黒 考 は は ば 完全 に 前 燃 の 紋 が 再現 され て いる が , 
M。 室 の 黒 斑 は 一 部 分 の み が 再 現さ れ た も の と 思わ れ , 本 来 の 白色 鱗粉 が 残余 の 部 分 を 徐 っ て いる . 中 室内 の 黒色 
鱗粉 は 右側 で は 左 に 比 し て 中 室 の 後半 に お いて 密 で あり , と の 部 分 に て 前 凌 の 特徴 が ある 程度 あら われ て いる と み 
な され る . 後期 の 前 半 部 の 斑紋 は 左右 対称 で あり , 凌 脈 に 沿っ た 黒 鱗 の 発現 に も 左右 差 が みとめ られ ず , 後 次 本 来 
の 斑紋 を し て いる と 思わ れる . すなわち , と の 個体 で は 前 門 の 斑紋 は 中 室 中 央 部 か ら M。 室 中 央 に か け て の 線 よ 
り 後 方 に お いて 再現 され る が , その 再現 は 完全 で は な い . 翔 形 は 異常 圭 の 内 縁 に わずか の 鍼 遇 が ある が 顕著 な 異常 








Fig.1. エゾ スジ グロ シロ チョ ツウ (Pieris napi japonica SHIROzU) に あら われ た homoeosis ( 左 表 , 右 裏 ). 
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Cu の 
Fig. 2. A : Fig.1 に 示し た 個体 (エゾ スジ グロ シロ チョ ウ 
$) の 裏面 , B : 前 閉 裏 面 を 後 凌 裏 面 に その まま 転 
写し た 場合 の 斑紋 , C ・ 正常 後 超 の 裏面 . 
は な い . 標本 は 新鮮 で も る が , 後期 裏面 に と と ろ ど と ろ る 鱗粉 脱落 が あり , 右 後 凌 第 2 A 脈 部 に Cuz 室 の 異常 黒 紋 
に 接し て 破損 が ある . 


2.、 スジ グロ シロ チョ ツウ Pieris melete MENErRrss 夏 型 や (Figs. 3, 4) 


本 個体 は 1955 年 6 月 26 日 , 平井 田 氏 に よっ て 愛知 県 東 加 茂 郡 足助 町 香 履 渓 に て 採集 され た も の で 前 贅 長 28 mm 
で ある . と の 例 で は 右 後 翔 表面 に 著しい 異常 が みとめ られ る . また 玩 型 の 上 で も 古 後 超 が 縮 少 し その 周辺 に 沿っ て 
鐵 曲 が あり , 特に 第 3 A 脈 よ り 内 緑 部 の 凌 縮 が 著しい . 右 後 凌 表 面 の 異常 斑紋 は 前 贅 の 相同 部 分 の 斑紋 の 再現 と み 
な され る . 後半 M。 室 の 中 央 部 , 中 室 の 外 方 後 縁 , Cuz 室 か ら 内 縁 に 至る 黒 紋 は いずれ も 前 玩 の 斑紋 に 対応 する . 
し か し , いずれ の 斑紋 も その 再現 は 完全 で は な く , と と ろ ど と ろ 後 次 本 来 の 白い 地 色 が 残っ て いる . Ms。 室 の 後半 
か ら Cuz 室 の 前 縁 に 至る 部 分 に は 前 夏 斑 紋 の 再現 の み ら れ な い 部 位 が ある が , と の 部 分 の 麺 の 周辺 に は あま り 犠 
が 生じ て いな い の は 興味 深い . 中 室 の 後 縁 に お いて も 交 の 基部 2/3 に は 前 起 に み ら れ る ご と まき 黒色 鱗粉 の 発達 は 
な い . 中 室 中 央 部 お よび M。 室 よ り 前 方 で は 斑紋 は ほぼ 対称 的 で ある が Rs 室 の 黒 紋 は 右側 の も の の 方 が 左 に 比 し 
で 大 きく 外縁 の 白色 部 分 が 狭く な っ て いる . 半 表 の 地 色 は 後 甚 の 方 が 前 麺 に 比 し て 若干 黄 褐 色 を お びている が , そ 
の 色調 は 左右 ほぼ 同様 で ちあ る. し か し , 右 後 期中 室 の 前 方 1/4 の あたり に , 白色 を お び た 細 条 が 交 脈 に 平行 に 走 
り と の 部 分 で は 左側 に は み ら れ な い 黒 色 鱗 粉 が 存在 する . すなわち 本 個体 に お いて は 右 後 凌 表 面 に 前 贅 の 斑紋 が 再 





Fig. 3. スジ グロ シロ チョ ツウ (Pieris melete MEngrriEs) や に あら われ た homoeosis ( 左 表 , 右 裏 ). 
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Fig. 4. A :Fig. 3 に 示し た 個体 (スジ グロ シロ チョ ウ ゃ ) 
の 表面 , B : 前 閉 表 面 を 後 翔 表面 に その まま 転写 し 
た 場合 の 斑紋 , C : 正常 後半 の 表面 





現さ れる が その 出現 仕方 は 不 完全 で ある . 裏面 で は 後 類 本 来 の 地 公 は 黄色 調 で ある が . 右側 で は 中 室 の 前 1/4 か 
ら M, 脈 , Mz 脈 に か け て 丁 状 に 地 人 色 が 白色 を 帯び , その 白色 部 の 中 室内 の 部 分 お よび Mi, Mz 両 脈 に 沿っ て 左 
側 に は み ら れ な い 黒 色 鱗 粉 が 存在 し , と れ ら の 異常 も 前 玩 の 斑紋 の 再現 と みな し うる . 標本 は 新鮮 で ある が 触角 に 
破損 が ある . 
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と の 2 頭 の 標 本 は いずれ も 前 麺 の 斑紋 の 一 部 が 後期 に 再現 され た homoeosis の 例 で , 1 頭 は 表面 に , 他 は 裏面 に 
主たる 異常 が あら われ て いる と いう 差異 は ある が , 両者 と も 前 頑 の 斑 絞 は 後 婦 の うち 後半 の 部 分 に の み 明 瞭 な 再現 
と し て みとめ られ る . た だ し 第 2 例 で は Rs 室 の 黒 紋 , 中 室 前 半 に も 若干 の 異常 が あり , と これ も 前 翔 斑紋 の 再現 と 
みな し うる か も し れ な い . 

後 相 の 後半 の み に 前 翔 斑紋 が 再現 され る と いう 特徴 は 林 氏 
(1961) に よっ て 報告 さま れ た コ ミス ジ , ア カタ テハ の 例 , FRogAwg 
(1938) に よっ て 示さ れ た Pieris brassicae の 例 (Fig. 5) に 
お いて も 共通 し て いる . 前 現 斑 紋 の 再現 は 完全 な も の で は な く , 
と こと ころ る どこ と ころ る モザ イク 状 に 後 妹 本 来 の 次 紋 の 残存 が みとめ られ 
る が , と の 点 も 程度 の 差 こ そ を あれ 上 記す べ て の 標本 に 共通 し て 
いる . また 効 型 の 上 で 後 趙 の 内 緑 附 近 に 装 縮 を みる 点 も 林 氏 の 
例 , と と 示し た 2 例 に 共通 し た 点 で ある . 

と の よう な 異常 の 生ずる 機 序 は 不明 で ある が , 林 氏 は その 起 EE 
源 を 次 原 基 の 発生 と 関連 し て 考察 され , 有形 成 の 初期 に さか の 『'g.. Pieris brassicae と あら われ た 

0 homoeosis (FROHAWE, 1938 よ 
ば っ て 考え た 方 が よい と 論じ て お られ る . そし て 仮説 的 な 原始 り ) 
昆虫 の 半 脈 相 (a), 殆 の 麺 の 気管 相 (b), 成虫 の 贅 脈 (c) 
の 三 者 の 関係 か ら homoeosis の 出現 仕方 に つい て 次 の よう な 原則 を 述べ て お られ る . 

i) a が あま り 変 更 さ れる と と な く 遇 の 前 後 交 の b に あら われ , 更に それ が あま り 変 更 さ れず に c に も あら われ 
る 部 分 , すなわち Mi 脈 より 後方 で Cuz 脈 より 前 方 の 半面 で は 前 炊 の 斑紋 が ほとん ど そ の まま 後期 に 再現 さき れる. 
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ii) a の 上 脈 相 が の 前 次 の bi に あら われ る が 後 次 で は 著しく 変形 され , と の 前 後 趙 の 差 が その まま 保 た れ 成 虫 
の c に な る 部 分 すなわち Mi 脈 よ り 前 方 で は 前 次 か ら 後 超 へ の 斑紋 転写 は 全く な い . 

ii) a が その まま 量 の b に あら われ る に も か か わら ず , c で は 前 後 翔 に 差 を 生ずる 部 分 , すなわち Cus 脈 よ り 
後方 で は 前 贅 の 斑紋 が 多少 共 ゆ が め ら れ て 後半 に 再現 され る か ある い は 部 分 的 欠 除 を みる と と が ある 。. 

と と 示し た 2 例 の 標本 は いずれ も こと これら の 特徴 に か な り よ く 合 致す る も の と いえ る . 第 2 例 に お いて Rs 室 の 
黒 紋 が 左右 異 る が と れ を 前 甚 斑 紋 の 一 部 再現 と みな せ ば ii) の 項 と 合致 し な い が , 僅か な 変化 で ある た めそ うみ な 
し て よい か どう か 不明 で ある . 第 2 例 は 前 麺 斑紋 の 再現 が 凌 表 の みな ら ず , 豪 面 に も 僅か に みとめ られ , それ は 慈 
表 に お ける 前 鞭 斑 紋 再現 の 境界 線 に 近い Mi 脈 に 沿っ て いる と と は 興味 深い 現象 で ある が , その 理由 も 全く 不明 
で ある . 

終り に の ぞ み 貴重 な 標本 を 貸し て 下さ っ た 上 , その 発表 を 許さ れ た 平井 勇 氏 に お 礼 申し あげ る . 
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Summary 


Only a few examples of homoeotic aberration have been described in Japan. Here, two specimens 
of homoeosis which appeared in Pieris are described. 


The first specimen is a male of Pieris napi japonica SHIROZU caught at Mt. Nytgasa in Nagano Pre- 
fecture on Aug. 23, 1955. The pattern of the underside of the anal-half right forewing is reproduced 
on the corresponding portion of the right hind wing. The second specimen, a female of Pieris melete 
MENETRIEs, was captured by Mr. I. HrRAr at Asuke, Aichi Prefecture on June 26, 1955. In this specimen, 
the upperside of the right anal-half pattern of the forewing is reproduced on the right hind wing. 
The upperside of the first specimen and the underside of the second specirmen are nearly normal. 


In both cases, there is some atrophy at the anal part of the abnormal hindwing, and the copy of 


the forewing pattern on the hindwing is not complete, the abnormal spots being invaded by white area 
of the original background. 





クロ コム ラサ キ を 大 阪 府 下 で 採集 
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クロ コム ラサ キ (Apatura ilia substituta £. mikuni WILE- 
MAN) は 近畿 地力 で は , 滋賀 県 北東 部 の 長浜 市 , 伊香 郡 余 呉 
村 で 採集 され て いる の み と 聞 いて お り ま す が , 私 は 1958 年 
6 月 4 日 , 大 阪 府 豊中 市 桜塚 東通 り 7 丁目 大 曽 公園 内 で 1 $ 
を 採集 し まし た . その 後 , 採集 地 は 食 樹 で ちる ヤナ ギ を 切ら 
れ , 環境 が 変わ り 採 集 す る と と が 不可 能 と な っ て いま す . 本 
種 に つい て 御 教 を 需 き , 同定 し て 下さ り , 報 文 の 発表 を 勧 MP 
め ら れ た 若林 守 協 氏 に 深謝 いた し ます . 大 阪 府 豊中 市 大 曽 公園 で と れ た クロ コム ラサ キ 
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